
「広報のと」2 月号の印刷費は一部当たり 32 円です。

『
雪
』
と
い
う
風
土
の
刻
印

能
登
に
移
住
し
て
一
番
違
い
を
感
じ
た
の
は
、
生

活
の
中
に
入
り
込
ん
で
く
る
自
然
の
度
合
い
の

大
き
さ
で
し
た
。
そ
の
代
表
が
『
雪
』。
こ
こ
の

冬
は
放
っ
て
お
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

関
東
育
ち
の
私
に
と
っ
て
、
冬
は
毎
日
晴
天
で
し
た
。
一

日
で
も
雪
が
降
れ
ば
大
騒
ぎ
で
す
。
秋
か
ら
切
れ
目
な
く
冬

に
な
っ
て
切
れ
目
な
く
春
に
な
り
ま
す
。
仕
事
も
学
校
も
生

活
も
そ
の
ま
ま
。
東
京
は
季
節
の
な
い
祭
り
が
毎
日
続
い
て

い
る
よ
う
で
、
も
っ
と
も
っ
と
と
走
り
続
け
る
の
で
す
。

　

し
か
し
こ
こ
に
は
季
節
の
切
れ
目
が
あ
り
ま
す
。
見
慣
れ

た
世
界
が
初
雪
で
真
っ
白
に
変
わ
る
時
、
誰
も
が
向
こ
う
三

カ
月
間
「
雪
国
」
で
暮
ら
す
覚
悟
を
し
ま
す
。
冬
と
向
き
合

い
、
冬
を
い
な
し
、
冬
を
や
り
過
ご
し
、
冬
と
親
し
む
た
め

に
。「
季
節
時
計
」
が
チ
ク
タ
ク
と
動
き
出
し
ま
す
。

　

雪
は
刻
印
を
残
し
ま
す
。
雪
割
草
は
雪
が
あ
る
か
ら
こ
そ

森
で
命
を
つ
な
ぎ
、
雪
に
負
け
る
生
命
は
ブ
ナ
林
に
存
在
し

ま
せ
ん
。
人
の
心
も
同
じ
で
す
。
屋
根
雪
が
落
ち
な
い
と
こ

ろ
に
庭
木
を
植
え
、
盛
夏
に
冬
へ
の
折
り
返
し
を
感
じ
、
秋

に
は
備
え
ま
す
。
雪
の
な
い
時
も
雪
を
感
じ
る
。
私
が
住
む

柳
田
地
区
は
人
も
暮
ら
し
も
自
然
の
中
に
あ
る
こ
と
を
活
字

で
は
な
く
皮
膚
感
覚
で
会
得
で
き
る
風
土
で
し
た
。

　

雪
は
農
業
を
止
め
、
人
の
行
動
を
制
限
し
、
経
済
を
停
滞

さ
せ
る
自
然
の
ブ
レ
ー
キ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
や
が
て

そ
れ
に
な
じ
ん
で
く
る
と
、
す
べ
て
を
覆
い
隠
す
冬
に
ま
ぎ

れ
て
世
界
か
ら
離
さ
れ
た
感
覚
に
親
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
静
け
さ
と
清
浄
さ
、
人
の
温
か
さ
や
親
密
さ
が
身
近
で

す
。
そ
の
場
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
ま
ま
の
自
分
を
認
め
る
大

切
さ
は
お
そ
ら
く
、
自
然
の
摂
理
に
則
の
っ
と
っ
た
持
続
す
る
た
め

の
智
恵
。
春
の
雪
解
け
水
が
す
べ
て
を
育
む
源
と
な
る
よ
う

に
、
と
ど
ま
る
こ
と
は
創
造
の
は
じ
ま
り
で
す
。

　
「
季
節
時
計
」
は
雪
が
去
れ
ば
グ
ル
ン
と
回
り
、
齢
を
ひ

と
つ
重
ね
ま
す
。

写真・文　山﨑昭宏
【PROFILE】Yamazaki　Akihiro

昭和 42 年埼玉県生まれ。平成 21 年能登町笹川に移住。海外ガラス
食器メーカーの日本市場導入を手伝う仕事から、能登の自然や文化
を生かしたエコツアー開発の仕事に転職。移住者としての「よそ者」
目線を大切にしながら、能登の魅力を内外に発信している。
ブログ：ゆらりぶらり http://blog.livedoor.jp/yurariburari/
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「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌

纏ま
と
い

に
込
め
る

火
消
し
の
心
意
気

広報のと№ 84
2012.2.1

1
月
7
日
に
実
施
さ
れ
た
能
登
町
消
防
団
出
初
式
。
式
典
終
了

後
の
一
斉
放
水
で
は
、
16
分
団
が
そ
れ
そ
れ
威
勢
良
く
放
水
し
、

火
消
し
の
心
意
気
を
見
せ
た
。（
表
彰
関
連
は
26
㌻
に
掲
載
）
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「
こ
の
深
い
歴
史
的
縁え
に
しの

も
と
、

教
育
、
文
化
、
観
光
、
経
済
、
防
災

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
友
好
と
親

善
の
絆
を
一
層
深
め
、
将
来
に
向
け

て
両
市
町
の
更
な
る
発
展
と
住
民
の

幸
福
を
希
求
し
、
こ
こ
に
姉
妹
都
市

の
盟
約
を
締
結
す
る
」

　

流
山
市
役
所
で
挙
行
さ
れ
た
姉
妹

都
市
締
結
調
印
式
。
読
み
上
げ
ら
れ

た
盟
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
井
崎
義
治

流
山
市
長
と
持
木
一
茂
能
登
町
長

は
、
固
い
握
手
を
交
わ
し
て
姉
妹
都

市
締
結
を
達
成
し
た
。

　

今
回
の
姉
妹
都
市
締
結
は
、
流
山

市
の
市
制
45
周
年
を
機
に
進
め
ら
れ

た
。
式
典
に
は
、
両
市
町
関
係
者
の

ほ
か
、
同
じ
く
流
山
市
と
姉
妹
都
市

関
係
に
あ
る
福
島
県
相
馬
市
の
立た
ち
や谷

秀
清
市
長
、
長
野
県
信
濃
町
の
松
木

重
博
町
長
も
駆
け
つ
け
て
締
結
を

祝
っ
た
。

　

井
崎
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
醸
成
さ

せ
て
き
た
交
流
を
深
め
、
行
政
は
も

と
よ
り
住
民
同
士
の
幅
広
い
交
流
が

登
町
の
政
治
、
経
済
、
観
光
関
係
者

ら
約
１
０
０
人
が
一
堂
に
会
し
た
。

　

始
め
に
、
井
崎
流
山
市
長
が
能
登

町
と
の
姉
妹
都
市
締
結
を
来
場
者
に

報
告
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
で
の

原
発
事
故
に
触
れ
「
放
射
性
物
質
が

検
出
さ
れ
た
と
い
う
報
道
の
翌
朝
に

海
洋
深
層
水
10
㌧
が
届
い
て
、
流
山

市
民
は
助
け
ら
れ
た
。
こ
の
恩
は
絶

対
に
忘
れ
な
い
」
と
感
謝
を
述
べ
、

「
津
波
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
姉
妹
都
市
の

相
馬
市
に
、
信
濃
町
と

能
登
町
か
ら
物
心
両
面

に
わ
た
る
支
援
を
い
た

だ
い
た
。
姉
妹
都
市
の

絆
の
強
さ
と
重
要
性
を

改
め
て
認
識
し
た
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

　

４
首
長
に
よ
る
鏡
開

き
の
あ
と
、
立
谷
相
馬

市
長
の
発
声
で
乾
杯
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
今
後
の
流
山
市
と

能
登
町
、
そ
し
て
相
馬

市
、
信
濃
町
と
の
交
流

に
つ
い
て
の
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
た
。　

　

姉
妹
都
市
締
結
記
念
祝
賀
会
は
同

日
午
後
6
時
か
ら
、
市
内
の
ナ
プ

シ
ャ
ル
ズ
日
本
閣
で
挙
行
さ
れ
た
。

関
係
2
市
2
町
の
首
長
を
は
じ
め
、

地
元
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
流

山
市
議
会
議
員
の
ほ
か
、
流
山
市
と

旧
内
浦
町
の
友
好
の
架
け
橋
と
な
っ

た
元
流
山
市
長
・
秋
元
大
吉
郎
さ
ん
、

旧
内
浦
町
出
身
の
元
市
議
会
議
員
・

東
畑
秀
雄
さ
ん
な
ど
、
流
山
市
と
能

進
め
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
そ

し
て
、
親
善
と
信
頼
と
理
解
を
深

め
、
互
い
に
協
力
し
て
豊
か
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
持
木
町
長
は

「
お
互
い
の
特
色
を
理
解
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
交
流
を
さ
ら
に
活
発
な

も
の
と
し
、
信
頼
を
よ
り
強
固
な
も

の
に
つ
く
り
上
げ
た
い
」と
述
べ
た
。

　

昭
和
初
期
、
能
登
杜
氏
が
縁
で
旧

内
浦
町
か
ら
多
く
の
人
が
流
山
に
移

り
住
ん
だ
。
さ
ら
に
そ
の
縁
で
昭
和

62
年
か
ら
友
好
都
市
と
し
て
行
政
同

士
の
交
流
が
続
け
ら
れ
て
き
た
流
山

市
と
能
登
町
。
東
日
本
大
震
災
で
の

支
援
で
さ
ら
に
深
ま
っ
た
「
絆
」
が

こ
の
日
、
一
つ
の
形
と
な
っ
た
。

　姉妹都市の締結を心からお喜び
申し上げます。東日本大震災では、
姉妹都市間の連携・支援が迅速に
行われました。信濃町も平成 18
年の雪害で流山市から多大な支援
をいただくなど、姉妹都市が災害
時に大きな力になると確信してい
ます。今後は流山市、相馬市、能
登町と、さまざまな面で交流を深
めていきたいと思っています。

　流山市・能登町の姉妹都市締結、
誠におめでとうございます。ピン
チの時に体を張って助け合うの
が「姉妹都市」です。流山市と能
登町も、お互いが「姉妹都市であ
る」という自覚のもとに、ますま
す絆を深めていただきたいと思い
ます。信濃町、能登町と相馬市は
いとこのようなものです。今後と
もどうかよろしくお願いします。

【写真上】流山市と能登町の間で交わされた姉妹都市盟約書　【写真右】盟約書に署名する持木町長
と井崎市長　【写真下】調印式後に催された祝賀会で、姉妹都市締結を祝って鏡開き。右から立谷相
馬市長、持木能登町長、井崎流山市長、松木信濃町長

MESSAGE

福島県相馬市

立谷秀清市長

長野県信濃町

松木重博町長

関
係
者
約
百
人
が
姉
妹
都
市
締
結
を
祝
う

流山市

千葉県

埼玉県

東京都

神奈川県

茨城県

平成24年1月17日

千葉
県 流

な が れ や ま

山市と『姉妹都市』に
能
登
杜
氏
に
よ
っ
て
紡
が
れ
た
糸
が
『
絆
』
と
な
っ
た
。

長
年
友
好
都
市
と
し
て
交
流
を
続
け
て
き
た
千
葉
県
流
山
市
と

能
登
町
は
1
月
17
日
、
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
ん
だ
。

友
好
都
市
か
ら
姉
妹
都
市
へ
―
。

二
つ
の
自
治
体
の
関
係
は
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

結
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み
り
ん
と
能
登
杜
氏

　

流
山
は
「
み
り
ん
の
里
」。
江
戸

時
代
か
ら
現
代
ま
で
続
く
白
み
り
ん

の
醸
造
は
、
関
東
一
円
に
そ
の
名
を

と
ど
ろ
か
せ
て
い
た
と
い
う
。
特
に

高
い
評
価
を
得
て
い
た
の
は
、
堀

切
家
の
「
万ま
ん
じ
ょ
う上

」
※
と
秋
元
家
の

「
天あ
っ
ぱ
れ晴
」
と
い
う
銘
柄
だ
っ
た
。

　

そ
の
「
天
晴
」
秋
元
家
が
昭
和
6

年
、
帝
国
清
酒
㈱
と
み
り
ん
醸
造
工

場
の
賃
貸
契
約
を
締
結
し
、
15
年
に

同
社
に
買
収
さ
れ
た
。
帝
国
清
酒
は

23
年
に
東
邦
酒
類
㈱
と
名
称
を
変

更
。
能
登
杜
氏
の
技
を
生
か
し
た
合

成
清
酒「
東
菊
」を
中
心
に
焼
酎「
天

晴
」「
ハ
イ
チ
ュ
ウ
」、「
コ
リ
ー
・

ウ
イ
ス
キ
ー
」
な
ど
の
数
々
の
ヒ
ッ

ト
商
品
を
生
み
出
し
た
。

　

9
年
に
帝
国
清
酒
の
常
務
取
締
役

と
な
っ
た
中
口
政
吉
氏
（
旧
内
浦
町

字
上
出
身
）
と
工
場
長
と
し
て
17
年

に
着
任
し
た
中
口
氏
の
実
弟
、
橋
本

菊
二
氏
（
布
浦
）
の
活
躍
で
、
東
邦

酒
類
は
当
時
、
業
界
大
手
5
社
の
一

角
を
占
め
る
大
企
業
に
成
長
。中
口
、

橋
本
兄
弟
を
頼
っ
て
旧
内
浦
町
か
ら

東
邦
酒
類
に
出
稼
ぎ
に
出
る
人
も
多

く
、
社
員
と
な
っ
て
流
山
に
移
住
し

た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

東
邦
酒
類
は
40
年
、
三
楽
オ
ー

シ
ャ
ン
㈱
（
現
メ
ル
シ
ャ
ン
㈱
）
に

吸
収
合
併
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
東
邦

酒
類
の
労
働
組
合
委
員
長
を
務
め
て

い
た
東
畑
秀
雄
さ
ん
（
行
延
出
身
）

は
会
社
側
と
の
交
渉
、
従
業
員
の
再

就
職
に
東
奔
西
走
し
た
と
い
う
。

友
好
都
市
と
し
て
続
く
交
流

　

の
ち
に
流
山
市
議
会
議
員
と
な
っ

た
東
畑
さ
ん
は
、
故
郷
旧
内
浦
町
と

の
架
け
橋
と
し
て
汗
を
流
し
た
。

　

61
年
、
秋
元
大
吉
郎
流
山
市
長
が

旧
内
浦
町
を
訪
問
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
翌
年
の
「
第
10
回
流
山

市
民
ま
つ
り
」
に
キ
リ
コ
と
唐
獅
子

太
鼓
が
参
加
し
た
。

　

63
年
7
月
に
は
流
山
か
ら
「
市
民

ふ
れ
あ
い
号
」、
10
月
に
は
旧
内
浦

町
か
ら
「
町
民
さ
わ
や
か
号
」
が
出

発
。
友
好
都
市
と
し
て
の
交
流
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

平
成
18
年
に
流
山
市
と
能
登
町
は

「
災
害
応
援
協
定
」
を
締
結
。
万
が

一
の
際
、
お
互
い
協
力
し
て
助
け
合

う
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
に
能

登
半
島
地
震
や
東
日
本
大
震
災
が
発

生
。お
互
い
の
災
害
支
援
を
通
し
て
、

「
友
好
」
か
ら
「
姉
妹
」
都
市
へ
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

流山市民まつりで能登の特産品を販売。能登
の食材は「おいしい」と評判を得ている。

流山の小学生を対象にした「自然体験学習ツ
アー」には、平成 18 年から 143 人が参加。

昨年寄贈された市史と広報縮刷
版は松波公民館図書室に設置。

※「万上本みりん」は流山キッコーマン㈱が製造する流山の特産品として受け継がれている。

縁
流山市と能登町の縁は昭和初期ま
でさかのぼる。当時、流山に多く
の能登町出身者が移住。人々の往
来が新たな縁を生み、昭和 62 年
からは友好都市としての交流も始
まった。

能登杜氏や蔵人らに
よって紡がれてきた
能 登 町 と 流 山 市 の
縁。その源流を知る
二人に話を聞いた。

　

姉
妹
都
市
締
結
を
記
念
し
た

「
能
登
町
展
」
が
、
流
山
市
立

博
物
館
で
1
月
7
日
か
ら
29
日

ま
で
開
催
さ
れ
た
。
キ
リ
コ
や

と
も
旗
の
模
型
、
あ
え
の
こ
と

の
レ
プ
リ
カ
の
ほ
か
、
能
登
町

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
写
真
、

ビ
デ
オ
映
像
な
ど
を
展
示
。
期

間
中
は
約
３
千
人
が
来
館
し
、

能
登
町
の
魅
力
に
触
れ
た
。

　

博
物
館
の
小
栗
信
一
郎
係
長

は
「
予
想
以
上
に
多
く
の
市
民

が
来
場
し
て
い
ま
す
。
初
め
て

見
る
キ
リ
コ
や
あ
え
の
こ
と
の

ほ
か
、
能
登
丼
や
能
登
杜
氏
の

酒
な
ど
能
登
の
食
に
も
興
味
を

示
す
人
が
多
い
で
す
。
ま
だ
紹

介
し
き
れ
な
い
魅
力
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、
実
際
に
能
登
に

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
と
説
明

し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

次
々
と
来
館
す
る
流
山
市
の

皆
さ
ん
か
ら
は
「
す
ご
い
。
一

度
能
登
に
行
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
声
も
多
く
聞
か
れ
た
。
展

示
後
は
、
併
設
す
る
図
書
館
に

能
登
町
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
情

報
を
発
信
し
て
い
く
予
定
だ
。

流山市立博物館で

『能登町展』

私は昭和 24 年、18 歳のときに流山に来ました。東

邦酒類に勤めていた父の引退がきっかけです。会

社は昭和 40 年に吸収合併されましたが、勤勉で辛抱強

い能登出身者は、それぞれ新しい職場で能力を発揮し、

役員や管理職として活躍した人も多かったです。

　能登の過疎化に心を痛める一人ではありますが、「能

登の祭りを見せたい」と何十回も友人を連れて能登に

帰っていますし、これからも連れて行くつもりです。

　私にとって、故郷・能登町と第二の故郷・流山市の姉

妹都市締結は悲願でもありました。今回の締結が一時的

な熱気で終わってしまわないように、お互いが無理する

ことなく末永い交流を続けてほしいと思います。

中口政吉、橋本菊二は私の祖父の弟になります。政

吉は 16 歳で北海道の西尾酒造に番頭として就職

し、10 年で常務取締役になりました。どれだけ出世し

ても、自分のことを語らず、威張らない人でした。昭和

初期に流山に移り、帝国清酒（のちの東邦酒類）の基礎

を作りあげた後も、数々の酒造関連会社の役員として活

躍しました。杜氏であった菊二は豪快な人物で、彼に声

を掛けられ社員として移住した人、季節工や蔵人として

働きに出た人など、多くの人が流山に働きに行きました。

　流山で定住した人たちにとっては、本当に待ちに待っ

た姉妹都市締結だと思います。今後は、いろいろな世代

で交流の輪を広げ、盛り上げてほしいと願っています。

東畑秀雄さん
ひがしばた・ひでお（８0）
＝流山市江戸川台西在住・旧内浦町行延出身＝

中口一郎さん
なかぐち・いちろう（85）＝上＝

お
互
い
が
無
理
す
る
こ
と
な
く
、

末
永
い
交
流
を
続
け
て
ほ
し
い
。

い
ろ
い
ろ
な
世
代
で
交
流
の
輪
を
広
げ
、

盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

昭和 62 年 11 月 1 日、市制 20 周年記念「第 10 回流山市民まつり」のステージで演奏する
唐獅子太鼓。これ以後、旧内浦町から物産展などに毎年参加して友好を深めてきた。

期間中、多くの市民が詰めかけた能登町展の様子
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千葉県

東京都

神奈川県

埼玉県

茨城県

流山市

Nagareyama City
（H24.1.1 現在）

人口：166,496 人
世帯：66,376 世帯
面積：35.28 ㎢
市の木：ツゲ
市の花：ツツジ

【ACCESS】
つくばエクスプレス（南流山駅、流山セ
ントラルパーク駅、流山おおたかの森駅）
ＪＲ武蔵野線（南流山駅）
東武野田線（流山おおたかの森駅、初石
駅、江戸川台駅、運河駅）
流鉄流山線（鰭ケ崎駅、平和台駅、流山駅）
常磐自動車道（流山インター）

緑
都心から 25 分。緑豊かな情景が
残る流山市のキャッチフレーズは

「都心から一番近い森のまち」。
都会の快適さと自然のやすらぎを
備え、発展し続ける流山市。その
見どころの一部を紹介。

❸近藤勇  陣屋跡
近藤勇が最後に陣営を敷いた地。慶應 4

（1868）年 4 月 3 日、新政府軍に包囲さ
れた近藤勇は、流山を兵火に巻き込むこ
とをうれい、単身出頭した。この地が新
撰組局長近藤勇と副長土方歳三の離別の
地となった。

❶【おおたかの森】
東京秋葉原からつくばエクスプレスで約
25 分。広さ約 20 ㌶のうっそうとした森
にはオオタカが生息する。緑と共生する
流山市のシンボルであり、県立公園とし
ての整備が予定されている。

❷【利根運河】
江戸川と利根川を結ぶ長さ約 8 ㎞の運
河。オランダ人技師ムルデルの設計監督
により完成し、明治 23 年に開通した。
歴史的にも貴重な運河として、㈳土木学
会から選奨土木遺産に認定されている。

❺流山市総合運動公園
芝生広場や野球場、テニスコート、アス
レチックなどがあり、11 月初旬に開催
される「流山市民まつり」の会場。春は
数多くの桜が咲くお花見スポットに。

❻一茶双樹記念館
俳人小林一茶は 40 歳代の 9 年間、流山の白み
りん醸造家、5 代目秋元三左衛門（俳号・双樹）
宅を拠点の一つとした。市指定史跡「小林一茶
寄寓の地」で秋元本家や枯山水庭園などを公開。

❽流山おおたか
の森駅前
流山の中心地として
開発が進むエリア。
駅前広場では、季節
ごとに市のイベント
が行われる。写真は
キャンドルポットと
ク リ ス マ ス イ ル ミ
ネーション。

❼赤城神社（大しめ縄）
海抜 15 ㍍の小山（赤城山）山頂にある旧郷社。伝説では、昔大洪
水によって上州赤城山の崩れた土塊が流れ着いたのがこの小山で、
山が流れてきたので「流山」という地名がついたとされる。

❹江戸川
全長約 53 ㎞で、利根川（野田市）から
東京湾（浦安市）に至る。かつて太日河
と呼ばれ、かなり曲がりくねっていたた
め徳川家康の命により大改修され江戸川
となった。流山は江戸川を利用した水運
によって繁栄し、水資源は農業用水とし
て今も田畑を潤す。
　江戸川堤は、毎年 8 月下旬の土曜日
に開催される「流山花火大会」の会場。

都
心
か
ら
一
番
近
い

森
の
ま
ち

❶

❸
❻

❹
❼

❺

江
戸
川

つくばエクスプレス

JR 武蔵野線

東
武
野
田
線

流
鉄
流
山
線

❷利根運河

❽
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友
好
都
市
か
ら
姉
妹
都
市
へ

　

千
葉
県
流
山
市
と
能
登
町
。
こ
の

気
候
も
文
化
も
違
う
、
遠
く
離
れ
た

市
と
町
の
長
年
温
め
て
き
た
交
流

が
、「
姉
妹
都
市
」
と
い
う
形
で
実

を
結
び
ま
し
た
。

　

1
月
17
日
、
流
山
市
市
制
45
周
年

に
併
せ
て
姉
妹
都
市
締
結
の
調
印
式

が
挙
行
さ
れ
、
両
市
町
が
念
願
の
姉

妹
都
市
と
な
っ
た
こ
と
を
町
民
の
皆

さ
ま
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　

能
登
町
と
流
山
市
と
の
交
流
は
、

古
く
は
能
登
杜
氏
を
は
じ
め
と
す
る

酒
造
り
の
技
能
集
団
が
流
山
の
地
に

活
路
を
見
い
出
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
世
代
を
超
え
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
人
的
交
流
が
、
教
育
や

文
化
、
防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
の
絆

　

流
山
市
と
災
害
応
援
協
定
を
結
ん

だ
8
カ
月
後
、
平
成
19
年
3
月
25
日

東
日
本
大
震
災
の
支
援

　

昨
年
3
月
23
日
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
12
日
目
に
東
京
近
辺
の
水
道
水

か
ら
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
飲
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
レ
ベ
ル
の
放

射
性
ヨ
ウ
素
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、
流
山
市
が
災
害
用
に
備
蓄

し
て
い
た
水
の
ほ
と
ん
ど
を
、
津
波

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
本
市
の
姉

妹
都
市
・
福
島
県
相
馬
市
に
送
っ
て

お
り
、
市
内
に
十
分
な
水
が
な
い
危

機
的
状
況
で
し
た
。

　

23
日
夕
方
、
持
木
町
長
に
「
海
洋

深
層
水
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
快
諾
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
翌
24
日
の
朝
に
は
10
㌧
も

の
深
層
水
が
届
き
、
無
事
小
さ
な
子

ど
も
を
持
つ
親
に
配
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
10
㌧
は
、
能

登
町
に
あ
る
深
層
水
の
全
て
を
送
っ

て
い
た
だ
い
た
と
伺
い
、
感
謝
で
涙

を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

能
登
町
の
皆
さ
ま
の
迅
速
な
、
心

温
ま
る
、
総
力
を
あ
げ
て
の
対
応
に

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
際
に

は
、
地
震
発
生
か
ら
わ
ず
か
3
日
後

に
流
山
市
と
流
山
市
議
会
か
ら
義
援

金
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
そ
の
迅
速
な
対
応
と
流
山

市
民
15
万
人
（
当
時
）
を
代
表
し
て

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
石
原
副
市
長
、

そ
し
て
派
遣
し
て
く
れ
た
井
崎
市
長

の
思
い
に
感
動
し
た
こ
と
を
忘
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
支
援
で
は
、
流

山
市
は
も
ち
ろ
ん
、
流
山
市
と
姉
妹

都
市
関
係
に
あ
る
福
島
県
相
馬
市
へ

も
物
資
を
送
り
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
と
は
、
お
互
い
の
交
流

を
深
め
て
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
万
が
一
の
際

に
は
真
っ
先
に
助
け
合
え
る
『
絆
』

で
も
あ
り
ま
す
。

　

能
登
町
と
流
山
市
が
こ
れ
ま
で
紡

い
で
き
た
『
縁
』
と
い
う
糸3

を
半3

分

ず
つ
持
ち
寄
り
、
新
た
な
『
絆3

』
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
今
後
は
交
流
を
さ

ら
に
活
発
な
も
の
に
し
、
信
頼
を
よ

り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

ご
恩
を
、
流
山
市
民
は
決
し
て
忘
れ

ま
せ
ん
。

広
く
、
深
い
交
流
を

　

昭
和
初
期
の
能
登
杜
氏
の
活
躍
、

こ
れ
ま
で
の
友
好
都
市
と
し
て
の
交

流
や
能
登
半
島
地
震
、
東
日
本
大
震

災
で
の
支
援
な
ど
の
積
み
重
ね
が
今

回
の
姉
妹
都
市
締
結
へ
と
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
流
山
の
子
ど
も
た
ち
が
能

登
町
に
伺
う
だ
け
で
は
な
く
、
ス

ポ
ー
ツ
や
音
楽
な
ど
市
民
レ
ベ
ル
で

お
互
い
が
行
き
来
し
、
交
流
で
き
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

流
山
は
東
京
か
ら
電
車
で
20
～
30

分
に
あ
り
な
が
ら
、
緑
豊
か
で
ゆ
っ

た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
街
で
す
。「
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」
や
「
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
も
近
い
の
で
、
ぜ

ひ
流
山
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

姉
妹
都
市
締
結
を
機
に
、
能
登
町

の
皆
さ
ま
と
よ
り
広
く
、
深
く
交
流

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

姉
妹
都
市
の
『
絆
』
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
も
交
流
を
深
め
て
い
く
。

よ
り
広
く
、
よ
り
深
く
、
市
民
レ
ベ
ル

で
の
交
流
を
期
待
し
て
い
る
。

能登町長

持木一茂
流山市長

井崎義治
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TAX所得税
、町
・
県
民
税

申
告
は
お
早
め
に

　

平
成
23
年
分
所
得
税
、
平
成
24
年
度
町
・
県
民
税
の
申
告
受
け
付

け
は
２
月
16
日
㈭
か
ら
３
月
15
日
㈭
ま
で
で
す
。

　

申
告
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
、
期
限
内
に
申
告
で
き
る
よ
う
に

準
備
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
☎
62
ー
８
５
０
５

◆
町
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
、
能

登
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
の

世
帯
に
つ
き
１
枚
申
告
書
が
配
布
さ

れ
ま
す
。
申
告
は
国
民
健
康
保
険
税

と
介
護
保
険
料
、長
寿
（
後
期
高
齢
）

医
療
保
険
料
な
ど
の
申
告
も
兼
ね
て

い
ま
す
。

　

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
軽
減

措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
申
告
の
必
要
が
あ
る
人
は
、

必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

○
申
告
の
必
要
が「
な
い
」人

　

次
の
①
②
③
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、
勤
務
先
や
他
機
関
か
ら
税

申告に必要なもの

申告会場へ行く前に忘れ物がないかチェックしましょう！

□印かん（認め印）

□平成 23 年中の収入の分かる書類（給与・報酬・賃金・

　年金のある人は源泉徴収票。なくした人は再発行して

　もらいましょう）

□生命保険料・地震保険料控除などを受ける人は控除証

　明書

□国民年金保険料などを申告する人は納付額の証明書ま

　たは領収書

□障害者控除を受ける人は障害者手帳・療養手帳など確

　認できるもの

□医療費控除を受ける人は医療費の領収書、補てんされ

　る金額の明細書

□住宅借入金等特別控除を受ける人はその必要書類

□所得税の還付を受ける人は本人名義の金融機関名、口

　座番号がわかるもの

◉申告受付スケジュール
【事前申告相談会】能都庁舎 4 階ホール

　2 月 7 日㈫　9:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
【全地区】能都庁舎２階ロビー

　2 月 16 日㈭～ 3 月 15 日㈭（9:00 ～ 16:00）
【小木地区】小木支所

　2 月 16 日㈭～ 2 月 24 日㈮（9:00 ～ 16:00）
【柳田地区】情報センター 1 階会議室

　3 月 1 日㈭～ 3 月 15 日㈭（9:00 ～ 16:00）
【内浦地区】内浦庁舎 3 階第 1 会議室

　3 月 1 日㈭～ 3 月 15 日㈭（9:00 ～ 16:00）

月 日 曜

2

16 木 【瑞穂地区】瑞穂公民館
9:30 ～ 16:00

17 金 【白丸地区】白丸公民館
9:30 ～ 16:00

18 土
19 日

20 月 【鵜川地区】鵜川支所
9:30 ～ 16:00

21 火 ※税務署出張申告相談
　能都庁舎 4 階ホール
　9:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:0022 水

23 木 【神野地区】神野公民館
9:30 ～ 16:00

24 金 【不動寺地区】不動寺公民館
9:30 ～ 16:00

25 土
26 日

27 月 【高倉地区】高倉出張所
9:30 ～ 16:00

28 火
29 水

3

1 木
2 金
3 土 休日受付（能都庁舎）9:00 ～ 16:00
4 日 休日受付（能都庁舎）9:00 ～ 16:00
5 月
6 火
7 水
8 木
9 金

10 土
11 日
12 月
13 火
14 水
15 木

昨年 2 月 16 日、e-Tax で確定申告をする持木町長

務
課
に
資
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で
、
申
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必
要
は
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ま
せ
ん
。

①　
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②　
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４
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で
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と
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③　

①
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②
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成
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中
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28
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円
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人

※
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ま
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な
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人

は
、申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
申
告
は
必
要
で
し
ょ
う
か
？

　

申
告
書
と
一
緒
に
、
申
告
の
必
要

が
「
あ
る
」
か
「
な
い
」
か
を
自
分

で
確
認
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
表
【
あ
な

た
は
町
・
県
民
税
（
平
成
24
年
度
）

の
申
告
が
必
要
で
し
ょ
う
か
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
よ
う
！
】を
配
布
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
か
の
判
断
の
目
安
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
、
お

待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

～輪島税務署からのお知らせ～
■輪島税務署による確定申告相談会
　輪島税務署では、パソコンを利用した「確定申告相談会」を 2 月
21 日㈫、22 日㈬に能都庁舎 4 階ホールで開催します。この機会に
e-Tax を経験して、利便さを実感してください。
　この申告相談会は、北陸税理士会輪島支部のご協力をいただき、各
パソコンに 1 人操作補助者が付きますのでパソコン操作に不慣れな
人でも心配ありません。
※電子証明書付住基カードがない人も e-Tax による申告が可能です
のでお気軽にお越しください。

「e-Tax」を利用する人にもおすすめ！
　「確定申告書等作成コーナー」で作成したデータは、e-Tax（電子申
告）を利用して提出できます。
　「e-Tax」を利用して申告すると
①最高 4,000 円税額控除
　平成 23 年分の確定申告を本人の電子証明書を付して、申告期限内
に e-Tax で行うと、所得税額から最高 4,000 円の控除を受けること
ができます。（平成 19 年分～平成 22 年分の確定申告でこの控除を受
けた人は、受けられません）
②添付書類の提出省略
　医療費の領収書や源泉徴収票などは、その記載内容を入力して送信
することで、提出や提示を省略することができます。（確定申告期限
から 3 年間、書類の提出や提示を求められることがあります）
③還付金がスピーディー
　e-Tax で申告された還付申告は、早期処理しています。（3 週間程度）

　e-Tax の利用に際しては、電子証明書の取得（手数料が必要）、IC カー
ドリーダライタの購入などの事前準備が必要です。
国税庁ホームページ　www.nta.go.jp

北陸税理士会輪島支部による無料税務相談
〈日時〉2 月 23 日㈭ 9:00 ～ 16:00
〈場所〉輪島商工会議所 511 会議室、珠洲商工会議所 1 階会議室
　輪島市、珠洲市の人に限らず、お気軽にご利用ください。

問輪島税務署☎ 0768-22-2241
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６－①期末・勤勉手当（23 年度）

区分 能登町 国

支
給
率

期末手当 2.60 月分 2.60 月分

勤勉手当 1.35 月分 1.35 月分

計 3.95 月分 3.95 月分

加算措置 職制上の段階、職務の級などによる

６－②退職手当（22 年度）

区分 自己都合 勧奨定年

支
給
率

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分

勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度 59.28 月分 59.28 月分

平均支給額 22,102 千円

加算措置 定年前早期退職の場合 2 ～ 20％加算

６－③扶養・通勤手当　国の基準と同じ

６－④時間外勤務手当（普通会計）

22 年度
支 給 総 額 15,568 千円

職 員 1 人 当 た り 支 給 年 額 56 千円

６－⑤特殊勤務手当（22 年度・普通会計）

区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 25.9％

支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 63 千円

手当の種類（手当数） 7 種類

７．特別職の報酬等の状況（23 年度）

区分 月額 期末手当

給料
町　長
副町長

790,000 円
（820,000 円）

570,000 円
（590,000 円）

6 月期　1.40 月
12 月期　1.55 月

計　2.95 月

報酬
議　長
副議長
議　員

275,000 円
245,000 円
225,000 円

6 月期　1.40 月
12 月期　1.55 月

計　2.95 月

（注）町長および副町長の（　）内は減額措置を行う前の金額

８．給与水準（ラスパイレス指数※）

区分 21 年度 22 年度

能登町 89.9 89.7

県内町 88.3 89.0

全国町村 94.6 95.1

９．部門別職員数の状況（4 月 1 日現在）

区分
職員数

前年比
22 年度 23 年度

一般行政

議会
総務
税務
労働

農林水産
商工
土木
民生
衛生

4
82
16

2
16

8
15
69
32

4
77
16

2
16

8
14
67
31

0
△ 5

0
0
0
0

△ 1
△ 2
△ 1

小計 244 235 △ 9
特別行政 教育 34 33 △ 1

公営企業
等会計

病院
水道

下水道
その他

135
11

7
18

138
14

6
18

3
3

△ 1
0

小計 171 176 5

合計 449 444 △ 5

１０．定員適正化計画

①適正な定員管理
　徹底したスクラップ・アンド・ビルドにより、総数の増
加を極力抑制するなかで、政策の変化や業務量の変化に応
じた職員の適正配置に努めています。

※国を 100 としたもの

６．職員手当の状況

②採用・退職の状況

区分
20 年度
（人）

21 年度
（人）

22 年度
（人）

23 年度
（人）

前年度
退職者等

行政職等 41 29 31 25
医療職 12 12 10 5

新　規
採用等

行政職等 0 6 9 16
医療職 9 8 5 9

年度当初職員数 503 476 449 444
前年比 △ 44 △ 27 △ 27 △ 5

町職員の
給与等の
あらまし

町職員の給与は、人事院勧告に基づいて行われる国家公務員
の給与に準じて条例案が作られ、町議会の議決を経て支給
されています。

　行政の透明性を確保し、町民の皆さんに一層のご理解をいただく
ため、職員に支給している給与等のあらましをお知らせします。

１．人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台帳人口

（22 年度末）
歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

21 年度の
人件費率

22 年度 20,815 人 15,453,107 千円 151,096 千円 2,417,074 千円 15.6％ 17.1％

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

区分
職員数

Ａ
給与費（職員手当には退職手当を含まない） 一人当たり給与費

Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

22 年度 278 人 976,806 千円 82,052 千円 350,211 千円 1,409,069 千円 5,068 千円

３．職員の初任給の状況（23 年 4 月 1 日現在）

区分
初任給月額

能登町 石川県 国

一般行政職
大  学  卒 172,200 円 172,200 円 172,200 円

高  校  卒 140,100 円 140,100 円 140,100 円

技能労務職 高  校  卒 137,200 円 ー ー

５．一般行政職の級別職員数の状況（23 年 4 月 1 日現在）

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

職　名
主事
技師

主事
技師

主幹
係長
主査

課長補佐
主幹

課長
課参事

課長

職員数 15 人 22 人 96 人 30 人 20 人 15 人

構成比 7.6％ 11.1％ 48.5％ 15.2％ 10.1％ 7.6％

（注）能登町職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

４．職員の平均給料月額および平均給与月額の状況（23 年 4 月 1 日現在）

区　分

能登町 国

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.4 歳 313,027 円 333,992 円 42.3 歳 327,205 円 397,723 円

技能労務職 50.1 歳 253,073 円 270,306 円 49.5 歳 283,862 円 321,662 円
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　110 番の日でもある 1 月 10 日、能登交通安全協会の交通安
全祈願祭が宇出津の酒垂神社で行われました。祈願祭には、関
係者ら約 30 人が出席。今年一年の交通安全を祈りました。
　昨年の石川県内の交通死亡事故者数は 44 人で、50 人未満を
目標とする「新アンダー 50 作戦」を初めて達成。能登警察署
管内の交通事故死亡者数はゼロでした。交通安全協会の新平悠
紀夫会長は「皆さんの協力で新アンダー 50 作戦を達成するこ
とができました。今年も死亡事故ゼロを続けていきたい」とあ
いさつし、関係者に協力を求めました。

２０１２年も交通死亡事故ゼロに
交通安全祈願祭 子どもたちに振り付けを教える椿原さん

小木小学校で能登町音頭練習会

　昨年 10 月に完成し、12 月からＣＤが販売されている「能登
町音頭」。12 月 20 日には、能登町音頭の振り付けを覚えよう
と小木小学校で練習会が開かれました。
　小木公民館行事の一環として開催された練習会。講師には能
登町音頭の振り付けを担当した一人、椿原光子さん＝時長＝が
招かれました。椿原さんは波を表す手の動きやキリコを担ぐし
ぐさを表現した振り付けを丁寧に教え、子どもたちも見よう見
まねで楽しみながら踊っていました。小木小学校では、今年の
運動会に児童全員で能登町音頭を踊る予定です。

みんなで能登町音頭を覚えよう

交通安全を祈願する関係者ら

今年一年の家内安全を願って歌う子どもたち

子どもたちが家内安全を祈願
扇祓いと左義長

　1 月 15 日、波並地区の伝統行事「扇祓
ばら

い」が行われ、地域
の子どもたちが家々や港の船の前で扇を振って家内安全や大
漁を祈願しました。今年は 10 人の子どもが 2 班に分かれて約
100 軒を訪問。白い扇 3 枚を付けた長さ約 2 ㍍の竹を振りな
がら「扇めでたい末繁盛、家も蔵も建つように。善銭がっさーり」
と歌いました。扇祓いの後は波並漁港で左義長が行われ、地域
の人が持ち寄ったしめ飾りや書き初めなどの中央に大きな竹が
立てられました。この竹は倒れた方角で一年の大漁と豊作を占
うとされ、今年は大漁となる海側に倒れました。

　奥能登原木しいたけ活性化協議会と JA おおぞらが 1 月 6 日、
新たにブランド化して売り出した『のとてまり』のＰＲに能都
庁舎を訪れました。
　奥能登産の生しいたけ『のと１１５』のうち、一定の大きさ
などを満たした特選品『のとてまり』は、昨年 12 月下旬に初
出荷されました。協議会の表庄三会長は『のとてまり』を持木
町長に紹介しながら「今後も試行錯誤を重ねて皆さんに食べて
いただけるよう努力していきたい」と語りました。能登町の生
産者も同席し、栽培の大変さなどを語っていました。

ブランド化への意気込みを語る表会長

奥能登の新しい特産品を目指す
原木しいたけ「のとてまり」をＰＲ

修了証を受け取る実習生

インドネシア漁業実習生修了式

　3 年間にわたる漁業研修・実習を終えたインドネシア実習
生の修了式が 1 月 14 日、県漁協小木支所で行われました。式
には実習生・研修生のほか、船主や関係者ら約 100 人が出席。
今年修了式を迎えた 42 人をねぎらいました。
　実習生の受け入れは、国際貢献と相手国の漁業技術の向上を
目的に平成 14 年度から実施されています。県漁協企画指導部
の滝繁治部長役から修了証を受け取った実習生は「大きな期待
と少しの不安がありましたが、多くの皆さんのご支援に心から
感謝しています」と話しました。

能登の海で培った技術を母国へ

▲ 寒ぶり解体ショーに見入る
来場者

▲オープニングで力強い太
鼓を披露した「弥榮太鼓」

　能登の冬の味覚を味わう「宇出津港のと寒ぶりまつり」が 1 月 22 日、
宇出津港いやさか広場で開催されました。会場には地元飲食店や生産
団体など 20 以上の屋台が並び、来場者はブリ大根やブリしゃぶなど「ブ
リづくし」を堪能しました。弥榮太鼓のオープニングのあとに披露さ
れた寒ぶり解体ショーでは、地元の魚屋さんが 5 ～ 7 ㌔の寒ぶりを次々
と解体。ブリ 1 本まるごと購入する人や切り身を求める人などで長い
行列ができていました。

宇出津港のと寒ぶりまつり

寒ぶりを求めてたくさんの人だかり

　1 月 17 日、能都庁舎で人権擁護委員の委嘱状と感謝状の伝
達式が行われました。式では、今回新たに委員となる山田良憲
さん＝鵜川＝と久田幸子さん＝宇出津＝に持木町長から法務大
臣の委嘱状が伝達されました。また、2 期 6 年の任期を終えて
退任した関本昌夫さん＝宇出津＝と髙山一夫さん＝瑞穂＝の二
人に感謝状が手渡されました。
　持木町長は「子どもたちの成長に携わってきた二人に、能登
町の子どもたちの人権を守っていただきたい」と激励するとと
もに退任する二人の労をねぎらいました。

大切な人権を守っていくために
人権擁護委員　委嘱状・感謝状伝達式

写真右から久田さん、山田さんと退任した関本さん
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【能登町役場】☎62-1000（代）　

能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　収納対策室☎62-8506
    環境対策課☎62-8507

　町民課☎62-8500
　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　海洋深層水対策室☎62-8533
　会計課☎62-8509

柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302

　柳田サービス室☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

内浦庁舎（FAX72-2108）
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503

　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局☎72-2509
　　
議会庁舎
　議会事務局☎76-8310

INFORMATION
まちからのお知らせ＆ニュース

図書館情報システムを導入。今後の図書
貸出には登録（利用者カード）が必要です。

平成 24 年 4 月 1 日から、能都埋立
処分場の持ち込み制限を実施します。

図書館利用者カード

能都埋立処分場

お知らせ

お知らせ

　中央図書館と柳田教養文化館では、蔵書情報の検索
と貸出業務が出来る図書館情報システムの導入を平成
24 年４月に予定しています。今後、図書の貸出を受
ける際には図書館利用者カードが必要になります。
　システムで使用する利用者カードの登録受け付けを
行いますので、登録を希望される人は申請書にご記入
の上、中央図書館または柳田教養文化館の窓口へ提出
してください。
　申請書の様式は、中央図書館、柳田教養文化館の窓
口、能登町ホームページにあります。利用者カードは
各館共通ですので、１枚で両館使えます。
　利用者カードの交付は３月中旬を予定していますの
で、ご了承ください。

●登録できる対象者
　町内に在住、勤務または在学する個人・事務所
　活動の場が町内である団体　など

問教育委員会事務局☎ 72-2509
中央図書館☎ 62-3458

柳田教養文化館☎ 76-1585
　能都埋立処分場の残容量が少なくなってきたこと
で、持ち込みを制限します。ご理解とご協力をお願い
します。
※主な受入制限廃棄物：木くず、草木、廃プラなど
※町内民間業者で、ほぼ処分可能です。

　問環境対策課☎ 62-8507

在宅長寿祝い金

宇出津駅周辺整備工事

子ども手当

ニュース

お知らせ

お知らせ

清田さとさん（宇出津）の100歳を祝う。

北鉄奥能登バス㈱宇出津営業所
とバス待合所が移転します。

２月分から支給額が変更になります。

　宇出津の清
せ い だ

田さとさん（明治 44 年 12 月 25 日生）
の満 100 歳の誕生日をお祝いするため、持木町長が
清田さん宅を訪問しました。
　持木町長から賞状と在宅長寿祝い金を受け取った清
田さんは「おかげさまで元気でいれます。なかなかも
らえない物をもらいました。もったいない」と笑顔で
答えていました。
　若いころは郵便配達の仕事をしていて、今でも足腰
が丈夫という清田さん。好き嫌いなく食べることとお
ちょこに一杯の晩酌が長生きの秘けつだそうです。

　宇出津駅周辺整備工事に伴い、北鉄奥能登
バス㈱宇出津営業所とバス待合所が移転します。

〈期間〉2 月 1 日～平成 25 年 12 月末日（予定）まで
〈移転先〉
北鉄奥能登バス㈱宇出津営業所→能都共同福祉会館内

（能登町商工会事務所横）
宇出津駅前バス待合所→能都共同福祉会館横

問企画財政課課☎ 62-8503

　子ども手当は、６・10・2 月に支給されます。2 月
分は 2 月 15 日㈬に支給予定です。今回から支給月額
が次のとおりになります。
● 3 歳未満　一律 15,000 円
● 3 歳から小学校修了前　第 1、2 子　 10,000 円
　　　　　　　　　　　　第 3 子以降　15,000 円
●中学生　一律 10,000 円

問健康福祉課児童福祉係☎ 72-2512

有線テレビ

バイオマスタウン推進

お知らせ

お知らせ

インターネット接続使用料の全期前納が
できるようになりました。

ペレットストーブを体感してください。

　これまで、有線テレビのインターネット接続使用料
は、月払い（口座振替）のみの取り扱いでしたが、平
成 24 年度から全期前納【千円割引】による年一括払
いができます。ぜひご利用ください。

〈全期前納を希望される人〉
手続き方法：広報情報推進課へ電話で『利用者名 / 住
所 / 電話番号』を申し出ることで手続きが完了します。
申込期限：3 月 9 日㈮まで
口座振替日：5 月 1 日㈫（残高不足があると振替でき
ませんので、ご注意ください）
※『ＩＰ電話』を利用している人は、有料通話料金が
毎月発生しますので、全期前納できません。
※有線テレビ使用料の全期前納（千円割引）を希望
される場合は、3 月中に金融機関で手続きをしてくだ
さい。　   　　　　　　問広報情報推進課☎ 76-8301

　これまで利用されていなかった森林資源を燃料とす
るペレットストーブ。町内には次の公共施設に設置さ
れています。
　町民の皆さんからは「燃料が木から出来ているので
環境にやさしいし、温風が出て思ったよりも温かい」
と好評です。ぜひ最寄りの施設でペレットストーブを
体感し、やさしい炎で暖まってみてください。

〈設置施設〉
・国民宿舎やなぎだ荘（柳田）・小間生公民館（小間生）
・神野公民館（鶴町）・岩井戸公民館（黒川）
※町はペレットストーブ設置を補助しています。補
助金はストーブ設置にかかる費用の２分の１で上限は
5 万円です。

問ふるさと振興課☎ 62-8532

能登町音頭のＣＤを販売しています。

能登町音頭お知らせ

　能登町音頭のＣＤが完成し、各庁舎で１枚千円で販
売しています。

〈購入先〉
　能都庁舎　総務課☎ 62-8510
　柳田庁舎　柳田サービス室☎ 76-8300
　内浦庁舎　内浦サービス室☎ 72-2500
○郵送を希望される人は、請求手続きを町ホームペー
ジでご確認ください。

能登町音頭
作詞：朝倉　修　補作：志賀大介　作曲：乙田修三　
編曲：池多孝春　歌：永井裕子（キングレコード）
　　一．
　　能登は自然よ　自然は能登よ
　　山の恵みと　海の幸　アチョイトナ
　　朝日・夕日の　九十九湾
　　ぱっと絵になる　歌になる　アソレ
　　さァさ　歌おうよ　踊ろうよ
　　みんな揃って　能登町音頭

【上】国民宿舎やなぎだ荘に設置
されているペレットストーブ

【左】燃料となるペレット

柳田教養文化館
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【入札結果】
12月16日～1月15日

件　  名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

国民宿舎能登やなぎだ荘　屋上改修工事 柳田 ふるさと振興課 12,673,500 円 ムカイ建設㈱

町道 1 級不動寺行延 1 号線（不動寺大橋）　
橋梁詳細設計業務

行延 建設課 7,035,000 円 朝日エンヂニヤリング㈱

町道鈴ヶ嶺 10 号線　災害防除工事 鈴ヶ嶺 建設課 22,680,000 円 ㈲モアグリーン

町道 2 級笹川十郎原 1 号線　
道路改良工事（法面工）　その 2

十郎原 建設課 8,032,500 円 ㈲モアグリーン

広報紙では、契約金額が500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果は
町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。　　　問監理課☎62-8504

まちからのお知らせ＆ニュース
INFORMATION

消防団員募集

宇出津ブラスバンズが義援金

公的個人認証サービス

税金 / 保険料

募集

ニュース

お知らせ

納期

消防団員を募集しています。
（あなたのちからで、救われる人がいる）

福島県相馬市長に義援金を手渡す

電子証明書の有効期間は３年間です。

今月の納期限は 2 月 29 日㈬です。

　有効期間が満了すると電子証明書が失効し、国税申
告などの電子申請ができなくなります。
　既に失効している人で再発行を希望される場合は、
新規発行の手続きが必要です。有効期間満了間近で更
新を希望される人は、更新手続をお願いします。

○有効期間の確認方法
・電子証明書の写し（電子証明書発行時に渡した紙）
・公的個人認証サービス利用者クライアントソフトの
「証明書表示ツール」
・公的個人認証サービスポータルサイトの「オンライ
ン窓口」
○更新手続のとき、持参するもの
・住民基本台帳カード
・本人確認の書類 ( パスポート・免許証・許可証など
顔写真付きの公的証明書 )
・発行手数料（５００円）
○電子証明書発行窓口　町民課（能都庁舎）
※住所や氏名の変更など、電子証明書の記載事項に
変更が生じた場合は、3 年以内であっても失効します。

問町民課☎ 62-8500

「 守りたい。地域の絆と、未来に繋がる笑顔 」
　消防団員のやりがいは、地域に暮らす自分自身が、
地域のために働き、身近な人の役に立てること。そし
て、人としても大きく成長していけることにあります。

問役場総務課☎ 62-8510、　能登消防署☎ 62-0492

　町内の音楽愛好家で組織される「宇出津ブラスバン
ズ」の皆さんが、昨年 12 月のクリスマスコンサート

で義援金を集めました。
　この義援金を託された
持木町長が 1 月 17 日、
流山市役所で福島県相馬
市の立谷秀清市長に直接
手渡しました。

〈税　金〉固定資産（都市計画）税第 4 期
　　　　  国民健康保険税第 8 期

〈保険料〉介護保険料第 8 期
　　　　  後期高齢者医療保険料第 11 期
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能登町労働保険緊急助成金鵜川大橋改修 お知らせニュース

事業主の皆さん、忘れずに申請を！！橋の欄干を、にわか祭の武者絵が彩る。

　事業主が納めている雇用保険料の一部を助成しま
す。忘れずに申請手続きをしてください。

〈対象〉能登町に事業所（営業所）があり、労働保険料（雇
用保険料）を納めている事業主

〈助成額〉平成 22 年度分の雇用保険料のうち、従業
員に係る事業者負担額の 100 分の 20 以内
例 22 年度の雇用保険確定額が 50,000 円だった場合
は 6,100 円程度助成されます。

（業種によって掛け率が異なりますので、助成額は増
減します）

〈申請手続き〉ふるさと振興課、柳田・内浦サービス室、
支所・出張所に備えてある申請書に必要事項を記入し、
平成 22 年度分の確定保険料（雇用分）が記載してあ
る納入通知書等の写しおよび平成 22 年度分の労働保
険料等領収書の写しを添付して申請してください。

〈注意事項〉助成金の申請期間は、平成 24 年 3 月 31
日までです。 お早めに手続きを済ませてください。

問ふるさと振興課☎ 62-8532

　山田川に架かる鵜川大橋に、鵜川青年団らが描いた
武者絵のパネル 8 枚が飾られています。
　縦 1.4 ㍍、横 1.8 ㍍のアルミ製パネルを使って、「に
わか祭」の武者絵を描く絵師や青年団員らが制作。鵜
川大橋 50 年ぶりの改修工事に合わせ、「鵜川らしい
橋にしたい」と取り組みました。

▲ ALT はパワーポイントでクリスマスの
　様子を紹介しました

▲「小さな子どものいない家庭でもクリ
　スマスを楽しむ」と話すコバヤシ・ジ
　リアンさん（右）

国
民
年
金
Ｑ
＆
Ａ

武者絵が飾られた鵜川大橋

義援金を受け取る立谷相馬市長

1819

INFORMATION
まちからのお知らせ＆ニュース



1819 2021

○食祭「珠洲まるかじり」
〈日時〉2 月 26 日㈰　10:00 ～ 15:00
〈見所〉「カニ汁の大鍋」「能登杜氏の新酒コー
ナー」のほか、珠洲の食材を生かしたテント
が飯田町商店街にズラリ。飯田わくわく広場
では「奥能登Ｂ級グルメ選手権」も同時開催。

○かき食談
〈日時〉3 月 2 日㈮　18:30 ～
〈場所〉民宿かき浜
〈参加費〉4,000 円
〈見所〉かきのフルコースを食べながら、か
き浜店主とかき談義に話に花を咲かせません
か？問観光交流推進室☎ 0768-52-3790

○輪島あえの風冬まつり
〈日時〉2 月 11 日㈯～ 19 ㈰
〈見所〉期間中は輪島塗の展示販売や抽選会、

能登の食材を存分味わえる限定料理など、輪
島の文化を体感する内容が盛り沢山です。
問輪島あえの風冬まつり実行委員会
☎ 0768-22-7777
http://www.wajimacci.or.jp/aenokaze.htm

能登町からの情報として、2 市 1 町の広報紙

に合鹿庵「春のあえのこと」を紹介しました。

珠
洲
市

穴
水
町

輪
島
市

　　※大会案内や結果は、　主催者、学校、スポー
ツ少年団などからの報告により掲載しています。

スポーツ
カルチャー

案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

第 23 回石川県スポーツ少年団バドミ
ントン交流大会（12/11）

〈団体女子〉③能都Ｂ
〈個人複男子 6 年〉

②安孫幹・山本幸太（能都・柳田）
〈個人複女子 6 年〉

③藤巻志歩・高田采佳（能都）
〈個人複女子 5 年〉

③中前りか・川崎奈津希（能都）

■能都中学校
石川県中学校選抜新人バスケットボー
ル大会（12/10・11）
③男子バスケットボール部

全能登中学校交歓バスケットボール田
鶴浜大会（1/14・15）
①男子バスケットボール部

全能登ジュニアバドミントン大会
（11/23）

①紙子恭輔・隅谷太郎
③乙川一馬・中前康太郎

〈申し込み〉能都・柳田・内浦各体育
館にある申込書に記入のうえ、申し込
んでください。

〈申込期限〉2 月 12 日㈰午後 5 時まで
※親子ダブルスは当日申し込み可
問町卓球協会事務局小畑☎ 76-8304
　（役場建設課内）

第 6 回おおしまスポーツクラブ杯争奪ミ
ニバスケットボール大会（12/24・25）

〈女子〉①宇出津ミニバスケットボー
ルクラブ　　MVP：二又美友

町民卓球大会
〈日時〉2 月 19 日㈰ 9:00 ～
〈場所〉内浦体育館
〈対象〉町内在住者、在勤者、通学者

で小学生以上の人
〈種目〉男女別個人戦：小学生の部、

一般の部（中学生以上）
ダブルス戦：親子ダブルスの部（小学
生とその父親または母親）

〈参加料〉
小学生および親子ダブルス：無料
中学生以上：300 円 優勝した宇出津女子ミニバスのメンバー

平成 23年度

能登町生涯学習振興大会

【PROFILE】江戸家猫八【えどやねこはち】
動物の鳴き声を中心に、多彩なものまねレパートリーを披露し、
人々に “笑い” による健康をもたらす演芸家。高校卒業後、父で
ある故・三代目江戸家猫八に弟子入りし、カバン持ちをしつつ
芸道を極め、舞台・テレビと幅広く活躍。厳しい修行生活・舞
台経験を通じて学んだ教育・自然・健康の大切さなどを語る。

『能登の地と人に学び、
　　未来を拓くたくましい力をはぐくみ、
　　　　　　　　　一歩前へ進むまちづくり』

【期日】２月２６日㊐　

【場所】能都庁舎 4 階大集会場
【主催】能登町教育委員会、能登町生涯学習推進本部
【日程】

12:00　開場
13:00　開会、能登町社会教育功労者表彰式
　　　「私が町長だったら」作文の表彰・朗読
13:30 ～ 15:00　記念講演

　〈講師〉江戸家猫八（ものまね・演芸家）
　〈演題〉芸を通じて学んだこと
　　　　　　～笑い・健康・生きがい～

※ 12:00 ～ 15:30　公民館活動展示コーナー

【問い合わせ】能登町教育委員会事務局☎ 72-2509

中
央
図
書
館 （
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　

☎
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ー
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４
５
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2 月の新刊案内

決定版 かぎ針編みと棒針編みの基本　
親鸞（上）（下）　五木寛之
曾根崎心中　角田光代
００７白紙委任状　ジェフリー・ディーヴァー　
漁港の肉子ちゃん　西 加奈子　     ほか　

行事あんない

　■おはなし会　　　15 日㈬ 15:30
　■読書会　　　　　22 日㈬ 13:30 

〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日

こどもみらいセンター　☎ 62-1503　★：対象未就園児の親子

◆開館時間 9:15 ～ 17:00　◆休館日  月曜日、第３日曜日
10 日㈮ 10:30　★ふれあいタイム
17 日㈮ 10:30　★子育て教室（魚のさばき方・要予約）
18 日㈯ 10:30　こどもクッキング（小学生以上・要予約）
21 日㈫～ 24 ㈮　お雛様工作（小学生以上）
24 日㈮ 10:30　★身体計測
29 日㈬ 15:00　みんなで遊ぼう（小学生以上）

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269

◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日
1 日㈬ 15:00　節分ミニお茶会

10 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）
11 日㈯ 12:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
　　　　　　　「おはなし会とランチ～長いのり巻き作りに挑戦！～」
　　　　　　　　※材料費 100 円、要予約
15 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ①「サッカーボウリング」
18 日㈯ 14:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
22 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ②「アリスの会によるお楽しみ会♪」
24 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）

 ■白銀ジャック 
 　東野圭吾
　 年の瀬のスキー場に脅迫状が
届いた。そこから始まる身代金奪
取。「いきなり文庫化」で話題の
作品が、単行本として登場。

■銀色の絆 
雫井脩介

　夫と離婚し、無気力な日々を
送っていた藤里梨津子だったが、
スケートの才能を見いだされた娘
小織のためにすべてを懸けること
を決意。母娘の挑戦の結果は。
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☎ 62-1311
http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

公立宇出津総合病院
だより

公立宇出津総合病院
だより

5 日㈰ 11 日㈯ 12 日㈰ 19 日㈰ 26 日㈰

桶本眼科 粟倉医院 伊藤医院（英） 山岸医院 桶本眼科

☎ 0768-22-4056
輪島市釜屋谷町

☎ 0768-32-0018
輪島市町野町

☎ 0768-22-2313
輪島市水守町

☎ 0768-42-1565
輪島市門前町

☎ 0768-22-4056
輪島市釜屋谷町

直井医院 大貫眼科医院 生垣医院 升谷医院 小西医院

☎ 62-0180
能登町宇出津

☎ 82-0017
珠洲市上戸町

☎ 76-0001
能登町柳田

☎ 72-1151
能登町松波

☎ 82-6800
珠洲市正院町

【受付 9:00 ～ 12:00】　都合により当番医が変更になる場合がありますので、
あらかじめ電話してから受診してください。

健康福祉課 ☎ 72-2504

能登北部
医師会 休日当番医（2月）

【レシピ 21】いかの鉄砲焼き　
　いかの鉄砲焼きには、卯の花と野菜を煮たものを詰めて焼いたもの、醤油やいしりに漬けて焼いたものなどがあります。
今回は甘味噌を詰める鉄砲焼きをご紹介します。いかは焼けると、ポーンと音がして身が破裂します。中から味噌が出てきて、
香ばしい匂いがしてきたら、出来上がりです。
材料
するめいか or やりいか    4 杯

・甘味噌
　みそ　　大さじ２
　砂糖　　大さじ１
　みりん　大さじ１
　酒　　　大さじ 1/2

・その他具
　ねぎ　1 本
　ほかに、しょうが・大葉・し
　めじなどを好みで加える

○作り方　
①いかは内臓を取り出し、きれいに洗う。
②足は細かく刻む。
③ねぎは水洗いして、荒みじん切りにしておく。
④甘味噌の調味料を煮立て、イカの足、ねぎを
　混ぜる。
⑤いかの胴の中に④を 1/3 程詰め、
　楊枝で縫うようにとめて焼く。

◆乳児健診・BCG接種
〈日時〉2 月 2 日㈭　〈受付時間〉12:45 ～ 13:00
〈対象〉平成 23 年 9 月 2 日～ 11 月 2 日生まれ
〈場所〉能都庁舎   1 階集会室
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、BCG 予診票

　　　　  バスタオル１枚

◆1歳6カ月児健診
〈日時〉3 月 22 日㈭　〈受付時間〉13:00 ～ 13:15
〈対象〉平成 22 年 7 月 11 日～ 8 月 22 日生まれ　
〈場所〉能都庁舎   1 階集会室
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票

◆3歳児健診
〈日時〉2 月 23 日㈭　〈受付時間〉13:00 ～ 13:15
〈対象〉平成 20 年 10 月 1 日～ 12 月 31 日生まれ
〈場所〉能都庁舎   4 階大集会場
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、採尿容器

◆離乳食教室～3回食から幼児食に向けて編～

　3 回食から離乳完了（9 カ月ごろから 1 歳 5 カ月ごろ）
までの教室です。参加を希望する人は、役場健康福祉課ま
でお申し込みください。参加費は無料です。身体計測もで
きますので、ぜひ参加してください。

〈日時〉2 月 14 日㈫　〈受付時間〉10:00 ～ 10:20
〈場所〉こどもみらいセンター
〈持ち物〉母子健康手帳、大人用エプロン、

　　　　  子ども用エプロンとスプーン

◆ポリオ生ワクチン投与
〈日時〉2 月 16 日㈭　〈受付時間〉14:00 ～ 14:30
〈対象〉生後 3 カ月～ 90 カ月でポリオワクチンを 2 回投与

していないお子さん
〈場所〉能都庁舎   1 階集会室　　〈担当〉武田医師
〈持ち物〉予診票・母子健康手帳

■内科医師変更のお知らせ
　１月から内科医師が下記のとおり変更しています。
　岡藤啓史医師→舩木雅也医師

■内科診療日

月 火 水 木 金

午
前

初診 舩木 舩木 三崎 廣正 津山

再診 廣正
三崎

廣正
三崎
津山

廣正
廣正
舩木
津山

廣正
三崎

午
後 再診 舩木 三崎

■新任医師紹介
　１月４日より内科に勤務
となりました舩木雅也（ふ
なき・まさや）と申します。
　宇出津に着任当初より思
った以上の積雪に戸惑いま
した。しかし、宇出津の冬
は特に魚がおいしい季節と
のこと、この体型には厳し
い環境ですが健康に支障の
ない範囲で食、仕事ともに
邁進していきたいと考えています。
　皆様の健康のため、精一杯頑張ります。今後とも宜し
くお願いします。

■糖尿病・内分泌外来診察日の案内

　糖尿病のコントロール・治療が必要と判断された人、
高脂血症などの人を対象に、専門医が精密検査や治療を
行います。内科外来までお越しください。

診察：太田医師　

2 月の診察日：13 日㈪、20 日㈪

　毎年３月１日～８日は「女性の健康
週間（３月３日のひな祭りを中心に３
月８日の国際女性の日まで）」。
　家庭にあっても、職場にあっても、
地域社会にあっても、健康を守るキー
パーソンは女性であるといっても過言
ではありません。その女性自身が生涯
を通じて元気であることが、社会全体
の元気の源といえます。
　しかし近年、女性を取り巻く環境が
大きく変化し、女性のライフタイルも
大幅に変化してきたことで、女性特有
の心身の変化が起こりやすく、それに
伴って心身の不調を感じる女性も多く
なっています。
　「女性の健康週間」を機に、何か大
きな病気が疑われて初めて受診するの
ではなく、心身の不調を我慢せずに気
楽に産婦人科などを訪れ、健康管理や
早期治療につなげていきましょう。

　女性ホルモンは年齢によって分泌量が変化します。女性ホルモンは体の中でさ
まざまな働きをしているので、この変動によって体や心にも変化が起こります。
　このため、年齢によって注意したい症状や病気も異なってきます。女性ホルモ
ンによる体や心の変化を知り、上手にセルフケアしましょう。
　気になることや分からないことは、産婦人科などで相談してください。

【女性の健康週間シンボルマーク】
“women” の “ｗ” をモチーフに、上部３つの「マル」は母娘 3 代とい
う意味や女性の体、頭、心の３つの問題を示します。産婦人科医が女
性の「生涯の健康」を「総合的」にサポートする姿勢を表しています。

小児期 思春期 成熟期 更年期 老年期

◆女性のライフサイクルと健康
・月経の異常
・PMS（月経前症候群）
・セックスについて（性感染症・避妊・妊娠）
・生活習慣について（ダイエット・若年層の喫煙）
・摂食障害

・更年期障害
・うつ
・女性特有のがん
・生活習慣病
　（動脈硬化、高血圧など）

・性交障害（性交時痛など）
・歯周病

・骨粗しょう症
・尿もれ
・萎縮性膣炎
・アルツハイマー病

・妊娠、出産、家族計画
・不妊症、不育症
・婦人科の病気
　（子宮筋腫、子宮内膜症）

・女性特有のがん
　（子宮頸がん、卵巣がん、乳がん）

・若い女性に多い病気
　（膠原病、甲状腺の病気など）

女性ホルモン
（エストロゲン）量→

月経開始 妊娠 閉経

☆ 5 日㊐　おらが故郷お国自慢
子ども VIVO とアンサンブルつくし　ミニ・コンサート

〈時間〉1430 ～　〈場所〉能登空港 2 階ロビー
〈協力〉宝達志水町

☆ 12 日㊐　のっぴーグラスを作ろう！！
　～季節折々の「のっぴーグラスで食卓を飾りませんか～

〈時間〉10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00
〈場所〉能登空港１Ｆ能登の旅情報センター
〈対象〉幼児から小学生以下優先【限定 50 人】
〈参加費〉無料

☆ 19 日㊐　おらが故郷お国自慢
志賀豊年力太鼓保存会　ミニ・コンサート

〈時間〉14:30 ～　〈場所〉能登空港 2 Ｆロビー
〈協力〉志賀町

問能登空港賑わい創出実行委員会☎ 0768-26-2303

能登空港へ行こう！
～２月のイベント～

23 22
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　　　問能登警察署・能登防犯協会
 　☎ 62-1334

有料広告

   お  知  ら  せ
いしかわ食のてんこもりフェスタ 

　いしかわの食材を活用した県内各
地のご当地グルメ団体が一堂に会し
て、自慢のグルメを提供します。

〈日時〉２月５日㈰ 10:00～16:00
〈会場〉石川県産業展示館３号館
〈出展概要〉ご当地グルメブース

能登丼、金澤おでん、能登鍋など
〈入場料〉無料

問いしかわ食のてんこもりフェスタ
実行委員会（県地域振興課内）
☎ 076-225-1312

石川県警 ふれあいコンサート開催

　第 21 回石川県警察音楽隊定期演奏
会「ふれあいコンサート "2012"」が
開催されます。

〈日時〉2 月 19 日㈰ 12:30 開場、
13:30 開演

〈会場〉本多の森ホール
〈入場料〉無料
〈曲目など〉行進曲「海を越える握手」、
「チャイコフスキーピアノ協奏曲第 1

番 第 1 楽 章 」、「 マ ル・ マ ル・ モ リ・
モリ！」ほかドリル演奏など
問県警察本部広報室☎ 076-225-0110

介護福祉士国家試験準備講習会

　石川県福祉人材センターでは、介
護福祉士国家試験 ( 実技 ) を受験する
人を対象に準備講習会を開催します。
○七尾会場

〈日時〉2 月 25 日㈯ 9:30 ～ 16:00
〈会場〉青山彩光苑ライフサポートセ

ンター（七尾市青山町ろ部 22 番）
○小松会場

〈日時〉2 月 26 日㈰ 9:30 ～ 16:00
〈会場〉特別養護老人ホーム松寿園

○金沢会場
〈日時〉① 2 月 28 日㈫② 2 月 29 日㈬

9:30 ～ 16:00
〈会場〉福祉総合研修センター

〈受講料〉3,150 円〈定員〉各回 30 人
〈締切〉2 月 17 日㈮
〈申込〉申込書に必要事項を記入の上、

福祉人材センターに郵送または FAX
で申し込んでください。
問県福祉人材センター☎ 076-234-1151

身近なトラブルでお困りの方へ

　裁判所には、「裁判」のほかに「民
事調停」という手続きがあります。
裁判官や調停委員が間に入り、当事
者が話し合うもので、○申立てが簡
単○手数料が低額○合意を記載した
調書に執行力がある―などの利点が
あります。
問珠洲簡易裁判所☎ 82-0218

  募　集
海洋ふれあいセンターに行こう

いしかわ自然学校 海のまなび舎講座
　磯でおいしい「あおさ」をみわける。

〈日時〉2 月 19 日㈰ 10:00 ～ 12:00
〈場所〉のと海洋ふれあいセンター
〈定員〉20 人（小学校低学年以下の人

は、保護者同伴でお願いします）
〈参加費〉無料（高校生以上は、入館

料 200 円が必要）
〈持ち物〉屋外で活動できる服装、長

靴などがあると便利です。
問のと海洋ふれあいセンター
　☎ 74-1919

石川県学生寮 寮生募集　 　　  

　東京地区の大学へ進学する皆さん
の応募をお待ちしています。

〈寮所在地〉東京都文京区小石川 4 丁
目 9 番 5 号

〈応募資格〉①石川県に生活の本拠を
有し、原則として石川県内の高等学
校を卒業した男子学生（卒業予定者
含む）②本寮から通学できる地域内
の大学に入学予定または在学中で進
級予定の人③共同生活の意義を理解
し、寮自治会活動に積極的に参加し
規律ある生活のできる人

〈募集予定人員〉17 人
〈入寮金〉1 年入寮 50,000 円、2 年入

寮 37,500 円、3 年入寮 25,000 円
〈保証金〉20,000 円（退寮時に精算）
〈寮費〉3 畳和室月額 21,000 円、6 畳

洋室 30,000 円
〈受付〉2 月 1 日㈬～ 3 月 3 日㈯必着
〈選考試験〉3 月 11 日㈰石川県学生寮

にて実施
問石川県学生寮☎ 03-3812-3719

ＮＨＫ学園平成 24 年度生徒募集 

　高校卒業資格を取得できる NHK 学
園高等学校普通科、生活課題に対し
適切な支援ができるコミュニティ・
ボランティア専攻、趣味や資格まで
幅広いジャンルの生涯学習通信講座、
社会福祉士養成課程など生徒を募集
しています。

〈募集期間〉
（高等学校普通科）4 月 20 日必着
（コミュニティ・ボランティア専攻）

　3 月 27 日必着
（生涯学習通信講座）通年申込
（社会福祉士養成課程）2 月 28 日必着

問 NHK 学園広報 ☎ 042-572-3151

  相　談
一人一人の就職活動をサポート 

ジョブカフェ石川出張相談 in 能登町
　 就 職 支 援 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル

「ジョブサポーター」が就職に関する
個別相談をはじめ、応募書類の書き
方、面接対策など一人一人に合った
サービスや情報を提供。職業適性診
断も行います。相談は無料です。

〈日時〉2 月 20 日㈪ 14:00 ～ 17:00
3 月 12 日㈪ 14:00 ～ 17:00

〈場所〉役場能都庁舎 1 階
お問い合わせ、予約は下記まで。
問ジョブカフェ石川能登サテライト 
☎ 0767-53-7070

心配ごと相談のご案内（２月）     

■能都庁舎　9 日㈭ 10:00 ～ 12:00
■鵜川公民館　17 日㈮ 10:00 ～ 12:00
■笹ゆり荘　
　14 日㈫、28 日㈫ 10:00 ～ 12:00
■内浦福祉センター　
　10 日㈮ 13:30 ～ 15:30
■小木支所　20 日㈪ 13:30 ～ 15:30
問社会福祉協議会 ☎ 72-2322

行政相談委員にご相談ください

　皆さんから国や特殊法人の行政全
般についての苦情や意見を受け付け、
公正・中立の立場からその解決を図
り、より良い行政運営の改善に役立
てます。気軽にご利用ください。

〈相談時間〉 10:00 ～ 12:00
会場 日程 相談委員

鵜川公民館 2月17日㈮ 吉岡梅子

笹ゆり荘 2月21日㈫ 廣橋義男

問町総務課☎ 62-8510

能登法律相談センターの相談日 

〈2 月〉2日、9日、16日、23日（木）
〈時間〉13:45 ～ 16:15（要予約）
〈場所〉穴水町保健センター
〈申し込み〉相談日前日の午後 5 時ま

でに電話で予約ください。
〈相談料〉30 分以内：5,000 円

※法律援助資力基準に該当すれば 1
回のみ無料。クレサラ相談は初回無料。
問金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

出張年金相談をご利用ください 

　年金に関してわからないことや相談
はありませんか。社会保険労務士が出
張年金相談を受け付けます。お気軽に
ご利用ください。

〈日時〉2 月 15 日㈬ 10:00 ～ 16:00
〈場所〉役場能都庁舎 1 階

問七尾年金事務所 ☎ 0767-53-6511

心配ごと・困りごとありませんか

　法務局・公証人・司法書士・土地家屋
調査士・人権擁護委員が相談を受けま
す。（秘密厳守・相談無料）

〈日時〉2 月 12 日㈰ 10:00 ～ 16:00
〈場所〉金沢地方法務局（金沢新神田

合同庁舎内）
問金沢地方法務局☎ 076-292-7810
　

家庭教育やＤＶで悩んでいたら

能登町なんでも相談「カナリア」

　相談電話番号☎ 76-2874

　〈相談日時〉毎週火、木曜日
　　　　　　 10:00 ～ 14:00
※祝日、年末年始、お盆時期は休み

有料広告
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弁護士が解決します  お気軽にお電話ください

輪島ひまわり基金法律事務所

借金・離婚・相続・交通事故　など

相談予約　TEL：0768-23-1545
一般相談  30 分 5,250 円　　借金の相談、法テラス利用の相
談は  無料  です。（平日 9:30 ～ 17:00）※ 夜間・早朝・休日
の相談は、お問い合わせください。

金沢弁護士会所属　弁護士　杉森芳博
輪島市河井町 15 部 1 番地 NTT 輪島ビル 1 階
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●ご融資額  最高 1,000 万円　　●ご返済期間  最長 15 年
●ご返済方法  毎月返済又は毎月返済・ボーナス返済の併用

北陸ろうきん　珠洲支店　☎ 0768-82-6111

土 月

11 の風邪の症状に効く

第②類医薬品　1,680円（税抜）

ヒストミンエース錠ハイ

　姉妹都市となった流山市の取
材と編集を通して感じたことは

「やっぱり能登はすごい」とい
うこと。相手の良いところを探
していると、自分が今まで気づ
かなかった発見もあるというこ
とを実感した。
　人間関係も同じ。相手の悪い
ところを探すのではなく、良い
ところを見つける関係はきっと
お互いにとってプラスになる。
　能登町と流山市の交流も、お
互いがふるさとの魅力を再発見
するような、プラスの関係を築
いていければと思う。
　

こ せ き

の ま ど

12/15 ～ 1/14

人口（人） 20,501 － 40
男 9,650 － 14
女 10,851 － 26

世帯数（戸） 7,990 － 13

外国人登録者（人） 204
男 146
女 58

（前月比）
◉人口・世帯数 平成 24 年 1 月 4 日現在

個人情報保護のため、本人・ご家族の
希望があったものを掲載しています。
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井

山
本
良
介　
　
　

姫

松
谷
久
美
子　

輪
島
市

𠮷
疊
恒
輝　
　

宇
出
津

亦
木
ゆ
か
り　

宇
出
津

大
橋　

匠　
　

宇
出
津

大
内
沙
織　
　

北
海
道

金
沢
市

宇
出
津

宇
出
津

宇
出
津

垣
内
千
代
音　
　

88
歳　
　

河
ヶ
谷

山
岸
秀
雄　
　
　

82
歳　
　

恋

路

冨
田
喜
八
郎　
　

78
歳　
　

松

波

辻
本
清
次　
　
　

90
歳　
　

小

木

北
村　

勉　
　
　

92
歳　
　

真　

脇

脇
本
イ
セ　
　
　

88
歳　
　
　

姫

勘
屋
シ
ナ　
　
　

91
歳　
　

鈴
ヶ
嶺
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【写真左】明るい選挙の推進を宣
言した國分ゆう穂さん（能都中学
校卒業）

【写真下】「家族や社会に対し、微
力ながらも貢献していきたい」と
誓いの言葉を宣誓した畑中由衣子
さん（柳田中学校卒業）

【写真左下】「交通事故の加害者に
も被害者にもなりません」と交通
安全宣言をした石川裕弥さん（小
木中学校卒業）

鵜川中学校卒業生能都中学校２組卒業生

能都中学校１組卒業生

平
成
24
年
能
登
町
成
人
式
は
、
1
月
8
日
に
内
浦
第
二
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
平
成
3
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
１
１
４
人
、
女

性
１
０
４
人
の
計
２
１
８
人
で
、
式
典
に
は
１
８
７
人
が
出
席
。
持
木

町
長
や
恩
師
か
ら
の
祝
福
を
受
け
、
新
成
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
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小木中学校卒業生町内在住者

松波中学校卒業生 柳田中学校卒業生


